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岩手県の郷土料理についての意識と課題

―大学生と小学生への調査から―

石橋和子＊，伊藤雅子
＊岩手大学教育学部， 岩手大学教育学部附属小学校

（平成 年 月 日受理）

． はじめに
健康で長寿を支える日本型食生活が、世

界の人々から注目された時代があった。熊
倉が述べる「伝統的な日本食文化に根ざし
た」食生活であり、 年頃は摂取エネル
ギーを バランスで見ると、タンパク質

％、炭水化物 ％、脂質 ％で適
正比率が保たれている。その後は炭水化物
が減少し、脂質が増加する、欧米型に近づく
傾向に変化する。生活習慣病が増加し、厚生
労働省、農林水産省、文部科学省の 省が
連携して、食育に関する法整備を行い、食育
バランスガイドの普及に努めるなど、食育
が推進されている。

日本型食生活での食事内容はごはん、み
そ汁、魚類、肉類、野菜・キノコ、大豆及び
豆製品などの煮物・揚げ物・蒸し物・和え
物・酢の物・漬物などから数品、一汁三菜を
中心とした、日本の伝統食に、洋風化ととも
に普及した肉類、牛乳及び乳製品、油脂が加
わったもので、豊富な食材から様々な栄養
を摂取できるものである。

日本の食文化では、郷土料理の研究が盛
んで、岩手県の食生活研究の第一人者であ
る菅原（ ）によれば、岩手型食生活と
して、主食は岩手県産米、雑穀、主菜は三陸
産の魚介類、県産大豆、県産牛・鶏・豚肉等
の獣鳥肉類、卵など、副菜には地場産の野

菜、海産物の煮物、具たくさんみそ汁を推奨
し、「岩手県版食事バランスガイド」「食材

選」を確立している。日本型食生活、岩
手型食生活のいずれにしても、日本の気候
風土で培われた地域の食材や郷土料理がそ
の基盤である。

この研究から約 年が経過している今
日、小学校の教員を目指す教育学部に在籍
する大学生と附属小学生について、郷土料
理や伝統食に対する意識や伝承状況を明ら
かにし、岩手県食文化の今後の発展をめざ
すために課題を明らかにすることが、本研
究の目的である。

． 方法
平成 年 月に、 大学教育学部 ・

年生の 名を対象に、西澤 や石川
の意識調査を基に調査項目を作成し、

郷土料理についての大学生の意識や郷土料
理を食している状況などの調査を行った。
質問紙により、「郷土料理を継承するか否か
の考えとその理由」「子どもの頃からの比較
における郷土料理への関心や意識の変化」
「子どもの頃との比較における郷土料理を
食べる頻度の変化とその理由」「食の匠」の
認知度に関する設問である。郷土料理を継
承するか否かの理由は記述式である。小学
生には平成 年 月に、 年生 名を対
象に、上記の同内容で調査した。

（平成 31 年 3 月 4 日受理）
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大学生はアレンジ郷土料理を考案し、調理
科学上の調理手法と食品学上では香川芳子
案の食品群別分類による分析を行った。

倫理的配慮は、成績に関係するものでは
ない、回答は任意で、調査の結果は本来の目
的以外には利用しないことについて同意を
得て行った。

３．結果
（ ）大学生の結果

郷土料理調査についての回答者は 名、
回収率 ％である。郷土料理に対する意
識では「後世に継承するのが良い」は 名
である。その理由については、樋口（ ）
の を用いて分析した。結果は、
抽出語は名詞、動詞、形容詞、形容動詞の
語で、出現回数の平均は 回であった。
回以上出現したのは「地域、土地、郷土料

理、歴史、文化、日本人、伝統、特色、和食、
継承、おいしい、大切、残す」等 語であ
った。図 に示した。「後世に継承しなくて
もよい」は 名である。

郷土料理に対する関心や意識の子どもの
頃からの変化では、「関心や意欲は変わらな
い」が ％であり、「関心や意欲は向上」が

％、「関心や意欲は低下」が ％である。
郷土料理を食べる頻度について子どもの

頃からの変化では、「子どもの頃も最近もよ
く食べている」が ％、「最近食べるように
なった」が ％である。「最近食べなくなっ
た」 ％、「子どもの頃も最近も食べない」
が ％、合わせると 割である。

郷土料理は「好き」 ％で「おいしい」が
％いるが、「おいしくない」が ％、「嫌い」

は 名である。「作ってくれる人がいない」
％、「作るのは大変そう」 ％「作り方が

わからない」 ％「作れない」 ％である。

郷土料理が作れるという回答者はいない。
「食の匠」調査の結果では回答者は 名

である。岩手県内出身の学生が ％、県外
が ％である。「食の匠」を知っている学生
は 名、知らない学生が ％である。

図１大学生の郷土料理が大切な理由
（ ）小学生の結果

「郷土料理は継承する」が ％である。
その理由は による分析を行い、
結果は図 に示した。「料理（ 回）、伝統
（ ）、昔（ ）、郷土（ ）、受けつぐ（ ）、
日本（ ）、文化（ ）」など、 語が抽出
され、頻出回数の平均は 回である。「継
承しない」は 名である。郷土料理への関
心や思いについては「ある」が ％で圧倒
的に多く、「あまりない、ない」は合わせて

％である。
郷土料理を食べる頻度は「よく食べる」

図 小学生の郷土料理が大切な理由
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％、「少し食べる」 ％、「全く食べない」
３％である。その理由は「好き」が ％、
「おいしい」 ％である。「作るのが大変そ
う」は ％、「作り方がわからない」は ％
である。「作れる」が ％であったのに対し、
「作れない」が ％で多い。「嫌い」「おい
しくない」の回答者はいない。

「食の匠」調査の結果では知らないが
％、知っているが ％である。知っている

児童は、地域で開催された「食の匠」料理講
習会に保護者とともに参加した経験がある。

４．考察
（ ）郷土料理を継承するか否か、及びその
理由について

郷土料理について「継承しなくてもよい」
の回答者の理由は、小学生では「新しい料理
を生み出したほうがいい」であり、未来を見
つめている思考がうかがえる。大学生では
「無理して残さなくてもよい。世の中は時
の経過とともに移り変わっていくので、
人々から忘れ去られていくような料理であ
れば、無理しても残らないのではないか。食
文化は時代とともに変遷するもので、料理
の進化だ。必要があれば自然に残り、代々受
け継がれていくと思う。」というものである。
時間軸で郷土料理の定義をとらえ将来を予
想した場合、岩手県で栽培される農産物が、
品種改良や気候変動、社会の変化、人々の交
流などの要因から、普遍的で永遠に変化し
ないものではなく、時間の長期的な流れの
中で、不易流行するものがある。その地域で
従来から継承されてきた農産物、水産物、畜
産物を利用した料理は大切に次世代へ継承
しながら、新しい要素をもった料理が地域
の人々に受け入れられ、定着していくので
あれば、将来それはその地域の郷土料理に

加わる可能性がある。
食文化研究の先駆者である石毛 は

「人間は料理をする動物である」といい、
「文化人類でいう文化とは、後天的に習得
し、集団によって共有され、変化しながらも
伝承される事柄である」と述べ、食文化の伝
承に関わり、大学生の考えと相応する。

郷土料理は「継承する」が小学生では ％、
大学生は ％である。その理由は、

による共起ネットワークの結果によ
れば、両者には大きな差がある。大学生では
地域で生産される特色ある食材を利用し、
伝統的に継承されてきた料理で、料理によ
り地域の人々が交流を深め、地域の一員と
しての存在を認識でき、懐かしい味として
故郷を思い出し、地域の特色を日本及び世
界に発信できるので、後世に受け継いでい
きたいということである。小学生では伝統
的食事の保持、次世代への継承が大多数を
占め、次いで観光客誘致などである。
（ ）郷土料理を食べる頻度、及びその理由
について

郷土料理を食べる頻度は、小学生では
％が食べていて、「おいしい」（ ％）、「好

き」（ ％）であり、家庭で食されるととも
に学校給食でも地産地消、食育推進の一環
で岩手県の代表的郷土料理が提供され、児
童が食していることに起因すると考えられ
る。西澤、中村、高橋 や立松 は
大分県の調査で、郷土料理への興味関心を
高めるには学校給食が有効であると報告し
ている。岩手県で食育推進の実現がなされ
ている現状である。

小学生では「作るのが大変そう」（ ％）、
「作り方がわからない」（ ％）がともに約
半数を占めたが、調理工程が複雑、手間がか
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かる、作るのに時間がかかるなどのイメー
ジを大学生以上に多数の小学生が認識して
いる。このことは小学生では「作れない」が

％であり、大学生の ％より多いことで
もうかがえる。
（ ）郷土料理の継承に関する課題

郷土料理への関心や意識を含めた郷土料
理の継承に関する課題は、次のようである。

第 に、大学生では「郷土料理はおいし
い」という味覚体験を ％がもっているが、
「作り方がわからない、作れない」が ％
いたのは、郷土料理の伝承が将来的に途切
れる可能性を示唆している。教育学部に所
属する大学生が教職の道、あるいは関連す
る職種へ進むなどにより、郷土料理の知識
や作り方の技能を習得し、伝承する教育が
課題である。

第 に、「作ってくれる人がいない」とい
う大学生 ％の回答からは、料理は他者か
ら提供されるものであり、自身が郷土料理
の継承者であるという主体的な意識は低い
ことから、伝承する意義を考えることで意
識を高める指導が必要である。

第 に、大学生で、郷土料理は継承して
いくのが良いとの認識を ％がもっていて
も、「郷土料理は作るのが大変そう」との回
答からは料理への知識が不足し、技能につ
いての自信がないことが予想される。「作る
のが大変そう」 ％は郷土料理が完成する
までに長い時間がかかり、複数の行程を経
ると認識していることが、簡便化・簡素化に
よる食料供給が可能である現代では、受け
入れにくいという意識につながると考えら
れる。これは郷土料理を作った経験に基づ
いた回答ではないのが含まれる。郷土料理
の意義を理解し、知識を深め、作り方を体験

することで誤った認識を修正するのも可能
であると捉えられる。
（ ）「食の匠」の調査について

今回の「食の匠」に関する調査結果では次
のようなことが明らかである。第 に「食
の匠」を知らないのが、大学生小学生ともに
ほとんどであるので、 の推進で認知度を
高め、料理伝承会への参加を勧めるなどで、
次世代への継承をする。第 に「食の匠」
から料理を伝承する機会があれば参加する
か否かでは、大学生では県内出身者の ％、
県外出身者の ％が、参加したいと回答す
る一方、県内出身者でも ％が参加の希望
はないと回答していることから、出身県と
いう要素での郷土料理の伝承意識の違いに
差はない。
第 に、小学生では「食の匠」の料理伝承
会に参加した児童がいて、楽しかった経験
をもつ。大学生では料理伝承会が開催され
る機会があれば参加したいと回答したのは、

％である。岩手県特有の「食の匠」を活
用する家庭科教育を進めたい。

村上 の中高校生及びその家族での
研究では、「伝承意識は調理能力との関連性
が高く、郷土料理の伝承のためには生徒が
一人で作れることが重要」と述べている。
（ ）大学生考案のアレンジ郷土料理

大学生が考案したアレンジ郷土料理を調
理科学的に調理手法で分類すると、煮物が

％を占め、食品学上の香川芳子案４つの
食品群による分類では肉類・野菜・穀類の組
み合わせが最も多い。調理手法や使用食品
群に偏りがあるので、さらに料理に関わる
知識を深める指導をする。今後は郷土料理
伝承にむけた知識習得と郷土料理が作れる
技能習得の機会を増やす等を行う。



－ 26 －

教育実践研究論文集　第６巻

５．まとめ
平成 年に告示された小学校学習指導

要領家庭編によれば、「ゆで方、いため方を
理解し、適切にできる」「伝統的な日常食で
ある米飯及びみそ汁の調理の仕方を理解し、
適切にできる」と明記されている。菅原
（ ）は岩手型食生活で、具だくさんみ
そ汁を推奨している。栄養バランス、料理の
手軽さの観点から、また、今回の調査でもア
レンジが多かった具だくさん「ひっつみ」の
様々なバリエーションをさらに普及するこ
とが一例である。本調査で明らかになった
課題解決に向けて、地産地消の促進と郷土
料理伝承の両面からの教育を進める。菅原

によれば、岩手県は、県内は東西南北
の４地域が各々の特色をもつ食文化が、歴
史的、地理的に育まれ、それぞれの地域で風
土に根差した食材を有し、郷土料理が育ま
れている。

岩手県の「地産地消」は、平成 年度に
食育基本法が制定されたがそれ以前の、平
成 年度から本格的に県民運動として推
進されている。岩手県では、県知事が認定す
る「食の匠」制度を始め、現在第 次を迎
えた岩手県食育推進計画での食育推進など
から、家庭、学校、地域、企業、行政が連携
して、食文化を継承するための体制、組織が
整えられ、各種の活動が盛んである。このよ
うな取り組みは、学校教育でも世代を超え
て促進し、特色ある食文化継承をめざす。食
文化を継承する意義を考える指導を行い、
意識を高め、郷土料理継承の定着を目指す
家政教育を、小学生や大学生へ進めたい。
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